
  

生物多様性保全へ向けて熱帯雨林の再生活動を実施
～植林・育成活動の継続と「富士通レディースの森」の新設～
富士通グループは、マレーシア・ボルネオ島において熱帯雨林の再生活動に取り組んでいます。2009年11
月、自然教育の概念を兼ね備えた「富士通グループ・マレーシア・エコ・フォレストパーク」にて社員ボランティ
アによる植林・保育・調査活動を実施したほか、「富士通レディースの森」を新設しました。
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熱帯雨林の再生で未来へつなぐ多様な動植物
　2002年より「富士通グループ・マレーシア・エコ・フォレ

ストパーク」において、サバ州森林開発公社（SAFODA）

の協力のもと、植林活動を中心とした熱帯雨林再生支

援活動を実施しています。これまで、原生種の苗木3万

7,500本を植林してきましたが、その苗木をきちんと育て

ていくためには、継続的なメンテナンスが不可欠です。

2009年11月27日から30日にかけて実施した熱帯雨林再

生活動では、これまでに植林してきた場所の補植や雑

木の伐採等、2008年度からの継続活動である保育作業

を実施しました。また、あらかじめ定めたルートに沿って

動植物の出現種数を記録するラインセンサス法 ※を用

いて、植林場所に生息する鳥獣の調査も行い、熱帯雨林

の再生に向けた様々な活動を展開しました。

ボランティアの手
で1本ずつ丁寧に
植林

※ラインセンサス法
あらかじめ定めたルートに沿って動植物の出現種数等を調査する方法。ルートを
固定化することによって、経年的な比較等を可能にする効果がある。

富士通グループはチーム・マイナス6％に参加しています。

スポーツ活動を通じて環境保全に貢献
　また、熱帯雨林再生活動に加え、「富士通グループ・マ

レーシア・エコ・フォレストパーク」内に「富士通レディー

スの森」を新設しました。

　「富士通レディース」は、1978年にスタートした富士通

プロアマチャリティゴルフトーナメントが前身であり、ス

タート時の「チャリティ精神」は現在も受け継がれていま

す。2009年10月開催の「富士通レディース2009」では、環

境プログラム「バーディーforグリーン」により、同パーク

に1,000本の苗木を寄付しました。「バーディーforグリー

ン」は、バーディー、イーグル等、選手の成績に応じて熱

帯雨林の再生活動に苗木を寄付するものです。　

　今後も、スポーツを通じた植林活動を積極的に推進

し、将来的には「富士通スポーツの森」へと発展させてい

きます。

　富士通グループ

は、「富士通グルー

プ生物多様性行動

指針」に基づき、熱

帯雨林の再生に一

層の努力を続けて

いきます。 2009年11月新設の「富士通レディース
の森」

富士通ジャーナル
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